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広報委員会～秋の販促、支援活動～ 
10月～12月にかけて広報委員を中心にお取引先様訪問や秋の各種イベントへ参加を行ってまいりました。 
産直米の取組をして頂いている東京土建組合様、神奈川土建組合様の土建まつり、住宅ﾃﾞｰなどに参加させ
て頂き山形の農産物ピーアールと直売をしてきました。 
被災地支援では、交流委員が福島県田村市船引住宅ﾃﾞｰに参加させて頂きました。 
その他、各支部様への訪問や学習会の講師派遣、様々な学習会への参加など活発に活動を行いました。 
合わせて、関東の小売店様を訪問しお米屋さんの状況を伺ったり、生産地への要望やご意見など伺う事が出来
ました。訪問先の皆様から伺った内容を持ち帰り、皆様に色んな情報や美味しい山形の農産物をお届け出来る
よう、委員会で再確認と検討、改善を進めてまいります。 

お忙しい所、お時間をとって頂きましたご担当者様、店主様に心より 
お礼申し上げます。 
ありがとうございました。今後も末永いお付き合いの程、よろしくお願 
い申し上げます。 

新年のご挨拶       農事組合法人 山形おきたま産直センター 
代表理事組合長 渡沢賢一 

明けましておめでとうございます。 
生産費を大きく下回る超低米価になって 3 年目をむかえました。 
農民の高齢化も加わり米づくりをやめようとしている人が増えています。 
更にＴＰＰの大筋合意など先の見えない中で地域をリードしてきた大規模農家や若い後継者の

中にも不安が広がっています。私達は 40 年間、持続可能で豊かな社会を求め消費者の皆様と産直

の運動でつながり、農業生産では環境や多様な生き物にやさしい、安全で安心な食糧の生産とその

技術開発に努めてまいりました。 
5 年にわたる交渉から漏れこぼれた情報によると、ＴＰＰの目指すものは単に農産物の輸入自由

化にとどまらず社会全体のシステムを改造し、富めるものはさらに利益を追求し、弱者はとめどな

く貧困に追いやられる事が明らかになってきました。一部の富を守るために軍事力まで使おうとし

ている流れと根っこは同じです。 
今年は参議員選挙の年です。消費者と生産者が提携して育ててきた 20 年以上にわたる産直運動

の底力を発揮して、この流れを変える絶好のチャンスです。 
農村から流れを変える運動を力強く進めることを新年の決意と致します。 
今年もよろしくお願い致します。 
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産直米変更連絡用紙  
山形おきたま産直センター行き➜FAX 0238-47-7318 

お休みや重量変更などのご連絡は、お届日の 10日前まで受付。 
急な変更等は対応出来ない場合がございます。早めのご連絡をよろしくお願い致します。 
 
お客様コード NO       (納品請求書の左上 5桁の NO)   FAX送信日   月   日 

氏名            様   ☎    －    －     
 

□お休み連絡         月   日お届け分のみお休み 
月～  月までお休み 

 
□変更連絡          月   日お届け分の変更 
～変更内容～ 

アレフ生産者協議会                             青年部  新関 拓也 
 
明けましておめでとうございます。青年部の新関 拓也です。 

 今回は山形おきたま産直センターと取引先であるびっくりドンキーとの取り組みをご紹介いたします。 
 山形おきたま産直センターではこれまで有機栽培や特別栽培等の栽培方法でお米を生産する中で、お米の
安心安全は元より田んぼの豊かさに目を向け田んぼやその周辺の生きものとの共生の図れる形での栽培を目指
しています。そんな中で同様の理念のもと食材を仕入れ全国展開のレストランチェーンの「びっくりドンキー」でそれ
らを提供する株式会社アレフとお米のお取引をしております。そのような事から１２月２日に開催された株式会
社アレフさん主催の生産者協議会へ参加してまいりました。会の中でおきたま産直センターの今年の取り組みの
発表をさせていただいたりしてまいりました。 
 このようなおきたま産直センターとびっくりドンキーとの関係の中で新たな取り組みとして「生きもの米」が有ります。
これまでもびっくりドンキーさんでは「省農薬米」として基準を満たした特別栽培米をお客様に提供しておりました
が、近々で試験的な取り組みではありますが山形県近郊の一部店舗で「生きもの米」と銘打って有機栽培米の
提供を行う予定となっております。今後この取り組みが広がるかはまだ未知数ですが、チェーン展開する店舗での
有機米の提供はあまり無いことだと思います。店舗も限られ「生きもの米」を食べていただける機会に恵まれるかは
わかりませんが、びっくりドンキーさんでは通年通してそれに次ぐ基準で作られた「省農薬米」の提供をおこなってお
ります。何かの機会に是非足を運んで頂ければと思います。 
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